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町内会リポート
田浦町連合自治会 浦郷小学校 ☎(865)3921

　(865)3155
今月から市立学校の様子や
取り組みをシリーズでご紹介します

　田浦町連合自治会には七つの自治会が加入しており、さまざま
な情報交換が行われています。また田浦管内の地域団体や商店
会などと田浦地域協働推進協議会を設立し、地域一体となって
防災活動やまちの活性化に取り組んでいます。

　田浦町連合自治会では、
災害時の迅速な情報伝達
のために田浦地域協働推
進協議会で作成した「地域
防災情報ネットワーク」を活
用し、防災訓練を実施して
います。東日本大震災後に
は津波対策の避難訓練も
実施し、地域の皆さんの意
識も高まりました。
　田浦地区ではひとり暮ら
し高齢者が増え、古くから
の顔の見える関係を生かし
て声掛けをしています。今
後、買い物弱者対策なども
課題です。会長の横山公一
さんは「隣近所で助け合い、
生きがいを感じられる住み心
地のよいまちにしていきた
い」と語ってくれました。

防災訓練の様子

田浦町連合自治会・横山公一会長
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　生のよこすか野菜と一緒
にたくさん食べてください。
　昔は桜チップの代わりに
家にあるほうじ茶などを使
って作りました。
　仕上げにかんきつ類やバ
ルサミコ酢を加えるとより
本格的です。

プロの料理人から一言プロの料理人から一言

　浦郷小学校の児童は、明るく元
気で人なつこい子が多く、地域
柄、外国籍の児童も多くいます。
そのため、日本語指導を必要とす
る児童のために国際教室を開設
しています。
　本校の歴史は長く、家族何代に
もわたって本校の卒業生という家庭も珍しくありません。また学校の
敷地ともつながり、地域の皆さんの生活道路として利用されてきた「平
六トンネル」や総合的な学習の時間に地域の皆さんにご協力いただき
作り上げた「ほたるの里」なども本校の特色で、学校と地域との結び
付きは大変強いものがあります。
　この関わりを大切にし、各学年ともさまざまな学習の中で、追浜ケ
アセンターへの訪問や幼稚園・保育園との交流、環境教育の一環とし
て地域行政と連携した「鷹取川クリーン作戦」などを実施しています。
こうした地域との交流が学校教育の一助となっています。

　現在、学校の裏山の造成が進
み、この秋には新しい団地への入
居が始まります。最終的には約
1,000世帯の入居が予定されてい
るため、学校も周りの様子も今ま
でと大きく変わり、ますます活気
づいていきます。

●開校：明治7年（開校138年目） ●住所：追浜東町2の14
●児童数：392人　●学級数：普通級12・支援級2・国際教室1
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